
（1）利用目的
　Pd を含む金属触媒の分子構造及び電子状態の、酸化ジルコニウム（ZrO）、ゼオライ
ト等の触媒担体、および処理温度条件に対する依存性を調べる。
（2）実験方法
　2-1．サンプルホルダに試料を付着させ、BL05Aを用いて全電子収量法による吸収端近
傍微細構造（XAFS）の測定を行った。
　2-2．サンプルホルダに試料を付着させ、BL07を用いて光電子分光法によるスペクトル
の測定を行った。
（3）実験結果
   3-1． 今回の測定ではPd 板および試料に Pd の吸収端は見られなかった。ZrO を触媒
担体とする試料 11 と 13 に吸収端の構造が確認（図1）されたが、エネルギー値から推
測すると、この吸収端は ZrO に担持した Pd 触媒の Pd-L 端ではなく担体である ZrO の 
Zr-L 端である可能性が高いと思われる。
   3-2．酸化物系触媒担体であるNaY型ゼオライトの反応前後の O1s スペクトルを観察す
ることで触媒の耐久性を評価した。図2のスペクトルにおいて 542eV 付近のピーク高が
反応後に減少していることから、担体表面の酸素種が変化していることがわかった。こ
の場合は OH 種が減少しており、触媒の反応性に影響があることが示唆された。
（4）成果の波及効果、今後の見通し
　4-1．シンクロトロンアナリシス LLC から「今回の測定では InSb(111)の分光結晶を用
いたが、高エネルギー領域をカバーする Si(111)に交換し、本測定と同じあるいはそれよ
り高エネルギー範囲で Pd-L 端の確認を行うこと。高エネルギー範囲においても参照試料
の Pd 板の吸収端が見られない場合は、ほかのPd 化合物参照試料を測定すること。」の
2点のコメントがあり、当社にとっては始めての試みとなるXAFS測定について有用な情
報を得ることができた。
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利用成果の概要
　金属触媒の分子構造および電子状態の触媒担体および処理温度条件の依存
性を、ビームラインの分光装置を用いて計測し、ノウハウを取得した。



4-2．光電子スペクトルは、試料の伝導性により、若干チャージアップが見られたが計測
可能であった。また、試料に存在する微量元素の電子状態に関する結果が得られ、今後
につながる知見が得られた。
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図面等
　　図1　Pd を含む金属触媒のXAFSスペクトル
　　図2　NaY型ゼオライトのO1sピーク観察による触媒耐久性評価　
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